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～自分たちの地域は
　自分たちの力で守る～

　

火
災
や
災
害
時
に
招
集
さ
れ
る

消
防
団
は
、消
防
署
（
消
防
組
合
）

と
同
じ
く
、
地
域
の
安
全
と
安
心

を
守
る
身
近
な
防
災
機
関
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
署
の
消
防
隊
員
は
、
消
防

学
校
で
消
火
活
動
な
ど
の
知
識
や

技
術
を
学
び
、
厳
し
い
訓
練
を
受

け
、
火
災
現
場
な
ど
で
消
火
活
動

な
ど
の
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。

　

一
方
、
消
防
団
は
、
地
域
の
住

人
で
構
成
さ
れ
、
団
員
は
普
段
、

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
火
災
や
災
害
の

発
生
時
に
は
、
招
集
を
受
け
職
場

な
ど
か
ら
現
場
に
向
か
い
、
消
防

署
や
警
察
署
な
ど
と
連
携
し
て
消

火
活
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
の
安
全
を
縁
の

下
か
ら
支
え
る
消
防
団
や
消
防
団

員
の
活
動
に
つ
い
て
皆
さ
ん
は
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
の
力
で
守
る
」
と
い

う
使
命
と
誇
り
を
胸
に
活
動
す
る

消
防
団
を
、
私
た
ち
市
民
特
派
員

が
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
は
じ
め
に
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年末夜警に向け集合した第 4分団（島田市）

光市消防団組織図
　団員は自分の住む地域の分団に所属し、3大隊 12
分団１機動隊と女性消防隊で構成されています。

▲市民特派員（左から）

田
た な か

中 佳
か

代
よ

 さん（浅江）、河
かわ

村
むら

 淳
じゅんこ

子 さん（光井）、浦
うら

谷
たに

 利
り

矢
や

子
こ

さん（室積）

特集　市民特派員レポート
光市消防団

団

長

副　団　長

第 1大隊長

第２大隊長

第３大隊長

第 02分団  三　井（36）

第 01 分団  浅　江（78）

第 03 分団  上島田（34）

第 07 分団  牛　島（10）

第 05 分団  光　井（60）

第 08 分団  周　防（43）

第 04 分団  島田市（30）

第 06 分団  室　積（70）

大 　 　和　  　隊

機　  　動　  　隊（09）

第 09 分団  岩　田（33）

第 10 分団  三　輪（32）

第 11 分団  塩　田（33）

第 12 分団  束　荷（33）

女  　性   消  防  隊（17）

※ 1　各大隊長は副団長を兼務
※ 2　大和隊は第 9、10 分団員で編成

( ※ 1)

( ※ 1)

( ※ 1)

( ※ 2)

（　）内は在籍人数

服装で見る消防団員

　消防団員は通常の訓練などでは活動服を着用してい
ます。（平成 27年度入団者からは中央の新活動服）　
　また、火災現場などでは法被などを着用しています。
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■
消
防
団
の
役
割

　　

自
分
た
ち
消
防
署
の
消
防
隊

員
は
、
常
勤
の
地
方
公
務
員
と

し
て
交
替
で
勤
務
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
消
防
団
に
所
属
す
る

団
員
は
、
非
常
勤
特
別
職
の
地

方
公
務
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

仕
事
を
持
ち
な
が
ら
火
災
や
災

害
発
生
時
な
ど
に
自
宅
や
職
場

か
ら
出
動
す
る
地
域
住
民
の
人

た
ち
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
火
災
や
災
害
が

発
生
し
た
と
き
は
、
ま
ず
自
分

た
ち
消
防
隊
員
が
す
ぐ
に
出
動

し
ま
す
。
現
場
に
着
い
て
人
手

が
足
り
な
い
と
判
断
し
た
場
合

に
、
そ
の
地
域
の
消
防
団
に
招

集
要
請
を
し
、
現
場
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
協
力
し
て
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
ま
す
。

■
火
災
時
の
連
携

　

火
災
現
場
で
は
消
防
団
に
配

備
さ
れ
て
い
る
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
な
ど
で
、
周
囲
に
延
焼
し

な
い
た
め
の
放
水
を
任
せ
る
こ

と
も
あ
れ
ば
、
消
防
隊
員
と
連

携
し
て
消
火
に
当
た
っ
て
も
ら

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
水
源
ま
で
距
離
が

あ
る
と
き
は
、
消
防
団
に
水
利

の
確
保
を
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

場
合
に
よ
っ
て
は
、
地
域
に

詳
し
い
消
防
団
は
避
難
誘
導
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
■
大
規
模
災
害
へ
の
備
え

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
同
時
に
複
数
の
場
所
で
火

災
な
ど
が
発
生
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
し
た
場
合
に
備
え
消
防

署
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に

早
急
に
出
動
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、

消
防
署
の
人
員
は
全
員
合
わ
せ 平

ひ ら の

野　茂
し げ お

雄さん

中央消防署警防第２係

▲大火防ぎょ訓練の様子
　手前が消防隊員、奥が消防団員。火災防ぎょと指
揮命令系統の連携確認のため、毎年実施されます。

連携
　消防組織は常備消防と呼ばれる消
防署などと、非常備消防と呼ばれる
消防団で構成されています。
　消防団との連携について中央消防
署の平野さんにお話をお聞きしまし
た。

▲機関員養成訓練の様子
　消防隊員の指導で消防ポンプ自動車および小型動
力ポンプの取り扱いを訓練します。

消防団　×　消防署
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　現場で適切な対応をとる
ため、消防隊員の指導によ
る訓練も実施されます。
1は河川の氾濫などに備え
た水防工法訓練の様子。
2は倒壊建物救出のための
特殊機材使用訓練の様子。

　上島田地区は幸い、大きな災害がほとんど起きていない地区です。
自主防災会の設立後は、毎年1回上島田地区全域で防災訓練を実施し、
もしものときに地域住民全員が動けるよう、継続して訓練を行ってい
ます。
　訓練には、地区の消防団には必ず参加していただいています。消防
団には日頃の消防隊員との訓練や現場で
の経験などを地域に還元するとともに、
火災や災害が起きたら、どういった行動
を取ったらいいのか、ということを住民
に伝えてほしいと思います。そこで地域
の人と話をして地域の情報を得て、地域
との繋がりを築いてほしいと思います。

て
も
１
１
０
人
程
度
で
あ
り
、

こ
の
人
数
で
同
時
に
多
発
し
た

火
災
な
ど
に
対
応
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
の
分
断
な
ど
に

よ
り
、
消
防
署
か
ら
現
場
に
向

か
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
想

定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
時
は
、
地

元
に
い
る
消
防
団
に
、
消
防
隊

員
よ
り
先
に
現
場
に
出
動
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
に
お
い
て
は
、
消
火

活
動
に
関
す
る
訓
練
以
外
に
も

土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
対
処
す
る
た
め
の
訓
練
、
消

防
隊
員
や
他
の
分
団
と
の
連
携

訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
皆
さ
ん
に
は
、
何

が
起
き
て
も
慌
て
る
こ
と
な
く

冷
静
に
対
処
で
き
る
よ
う
、
日

頃
か
ら
備
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

上島田地区自主防災会会長

　　　　　 髙
たか

橋
はし

　佳
よし

嗣
つぐ

さん

地域との連携

域
域域 ▲上島田地区防災訓練に参加

する消防団の様子

※自主防災会とは
　地域住民により組織され
た任意の防災組織のこと

1

2

 特集　市民特派員レポート

自分たちの地域は　自分たちの力で守る

■
消
防
団
に
期
待
す
る
こ
と

　

住
民
を
守
る
と
い
う
目
的
を

も
っ
て
行
動
す
る
の
は
消
防
署

も
消
防
団
も
同
じ
で
す
。

　

消
防
署
で
は
消
防
団
に
は
な

い
特
殊
な
機
材
な
ど
を
使
っ
た

消
火
や
救
出
が
で
き
ま
す
が
、

広
範
囲
に
わ
た
る
火
災
な
ど
が

発
生
し
た
と
き
は
、
人
数
の
多

い
消
防
団
の
協
力
が
絶
対
に
必

要
で
す
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
現
場
付
近

や
周
辺
の
状
況
、
住
民
の
家
族

構
成
な
ど
地
域
の
状
況
に
詳
し

く
、
こ
の
こ
と
は
、
消
防
隊
員

以
上
に
活
躍
で
き
る
要
因
で
あ

り
、
大
き
な
強
み
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
強
み
を
さ
ら
に
生
か

す
た
め
、
消
防
団
に
は
日
頃
の

訓
練
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ
り

を
深
め
、
地
域
に
根
付
い
た
組

織
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

地
域
と
消
防
団
、
消
防
団
と

消
防
署
の
関
係
が
深
ま
れ
ば
、

自
然
と
地
域
の
防
災
力
も
向
上

し
ま
す
。　
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消
防
団
の

　
　
　

主
な
活
動

4月

辞
令
交
付
式

新
入
団
員
研
修

入
退
団
者
な
ど
に
団
長

か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
新
入
団
員
に
は

機
材
の
取
り
扱
い
な
ど

の
研
修
を
行
い
ま
す
。

5月

特
別
機
械
器
具
点
検

消
防
隊
員
な
ど
が
立
ち

合
い
、
機
械
器
具
の
動

作
確
認
、
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

1月

消
防
出
初
式

2月

大
火
防
ぎ
ょ
訓
練

消
防
団
と
消
防
署
、
各

分
団
間
の
連
携
を
確
認

し
、
水
利
確
保
や
放
水

訓
練
な
ど
を
行
い
ま

す
。

（
４
頁
写
真
参
照
）

▲チェーンソーと
　　　エンジンカッター

消防団の概要

消防団が使用する車両など

▲小型動力ポンプ積載車

▼消防ポンプ自動車

▲救助資機材搭載型車両

▲小型動力ポンプとホース

年齢構成

30 ～ 39 歳
／ 138 人

40 ～ 49 歳
／ 197 人

50 ～ 59 歳
／ 108 人

60 歳～／ 32人

平成 23 年

平成 24 年

平成 25 年

平成 26 年

平成 27 年

火災件数 消防団出動

26 8

23 3

14 5

29 3

20 7

市内の火災件数と出動件数
20 ～ 29 歳
／ 47 人

在籍年数
30 年～／ 35 人

20 ～ 29 年
／ 95 人

10 ～ 19 年
／ 173 人

～ 9年
／ 219 人

（
７
頁
参
照
）

▲小型 プ

　さまざまな状況に対応できるよう、
ポンプ以外の装備も積載しています。

（出典：光地区消防組合　※数値は平成 28 年 4月時点）

　光市の消防団員は在籍522

人。40歳以上が約6割を占め

ており、その割合は今後上昇

していくことが見込まれます。

　また、在籍10年未満の団員

も多く、現場経験の少ない団

員もいます。

　

消
防
団
の
任
務
で
重
要
な
も
の

は
、
火
災
や
大
雨
、
台
風
や
地
震

な
ど
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
た
と

き
の
活
動
で
す
が
、
そ
の
よ
う
な

事
案
は
、
頻
繁
に
起
こ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
消
防
団
で
は
、
平
常

時
は
住
民
の
防
火
防
災
意
識
向
上

の
た
め
の
啓
発
活
動
と
と
も
に
、

火
災
や
災
害
が
い
つ
起
き
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
分
団
ご
と
に
、
消

火
に
関
す
る
訓
練
や
機
械
器
具
の

点
検
、
整
備
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
、
光
市
消
防
団
の
１

年
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

　消防団は消防組織法に基づき、市
町村に設置されている防災機関で
す。
　地域における消防防災のリーダー
として平常時、非常時を問わず、地
域に密着した活動を行っています。

活動
消　　防　　団



77

9月

県
消
防
操
法
大
会

ポ
ン
プ
の
取
り
扱
い
、

操
作
技
術
の
向
上
な
ど

を
目
的
に
行
う
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。

11月

秋
季
総
合
訓
練

全
消
防
団
員
が
参
加
し

規
律
訓
練
や
部
隊
訓
練

な
ど
を
行
い
ま
す
。

8月

総
合
防
災
訓
練

市
、
消
防
団
、
消
防
署
、

地
域
住
民
と
協
働
で
実

践
的
な
防
災
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　消防に対する認識を深
め、防災力の向上を図る
ため、毎年１月７日に開
催される消防出初式。
　式典終了後、園児や児
童、消防団員、消防車両
による分列行進や島田川
右岸からの一斉放水が行
われました。

12月

年
末
夜
警

29
、
30
日
の
夜
に
地
域

を
回
り
火
災
予
防
を
呼

び
か
け
ま
す
。

【１月７日　消防出初式】最近の話題

　先に入団していた同級生に誘われて平成15年に入団しましたが、入団前は
消防隊員と消防団員の違いも分かっていませんでした。
　入団して、先輩団員の指導を受け、地域行事にも参加しているうちに、自
然と団員としての使命感、自分の住んでいる地域に誇りや愛着を持つように
なりました。今では地域に恩返しをしようという気持ちで活動をしています。
　もし、消防団に興味のある人がいたら、仲間になってみませんか。団の中
では年齢や職業の違う人たちが一緒に活動しています。多世代交流や社会勉
強の場にもなり、必ず自分にとってプラスになるはずです。
◆消防団に関する問い合わせ　
　光地区消防組合消防本部総務課消防団担当　☎0833-74-5601

大和隊（第 10 分団所属）

　　　金
かね さ か

坂　和
かず ゆ き

幸さん

 特集　市民特派員レポート

自分たちの地域は　自分たちの力で守る

消防団員としての使命感と地域への恩返し

▲吉
よしたか

髙第４分団長（前列左から２番目）へ光警
察署長より感謝状が贈呈されました。

【１月 12 日　贈呈式】

※
こ
の
他
、
分
団
ご
と

　

に
個
別
訓
練
を
行
い

　

ま
す
。

　昨年末、市内居住の高齢女性が行方不
明になる事案が発生。
　光警察署や関係者による捜索などが行
われる中、年末夜警で火災警戒活動中の
第4分団員が夜道を1人で歩く女性を発
見し、保護。女性は無事に家族の元に帰
ることができました。
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―
普
段
の
活
動
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い

小
西　

平
常
時
は
火
災
や
災
害

に
備
え
る
通
常
訓
練
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行
わ

れ
る
訓
練
に
は
秋
季
総
合
訓

練
、
大
火
防
ぎ
ょ
訓
練
や
実
際

に
機
器
を
動
か
す
特
別
機
械
器

具
点
検
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

活
田　

女
性
消
防
隊
は
、
火
災

な
ど
の
現
場
出
動
は
な
く
、
火

災
予
防
広
報
活
動
が
主
な
活
動

に
な
り
ま
す
。
例
と
し
て
は
、

消
防
主
催
行
事
の
進
行
や
消
火

器
の
扱
い
の
説
明
な
ど
で
す
。

　

光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン

タ
ー
「
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
光
」

で
は
非
常
持
ち
出
し
品
の
展
示

や
、
消
火
体
験
、
地
震
体
験
、

煙
避
難
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

設
備
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
も
、
消
火
器
の
使
い

方
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
予

約
を
す
れ
ば
誰
で
も
体
験
で
き

る
の
で
、
皆
さ
ん
も
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

問
光
地
区
消
防
組
合
防
災
セ
ン

タ
ー
「
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
光
」

☎
0
８
3
３
‐
７
４
‐
5
６
0
６

防
災
体
験
を

　
　
　
　

し
ま
し
た

　市民の安全安心を守るために、さ
まざまな活動を行っている消防団。
　その団員に、日頃の消防団活動の
内容や思いなどについて、お話をお
聞きしました。

　

―
仕
事
や
家
庭
な
ど
と
、
両

立
を
す
る
た
め
に
は

小
西　

最
近
は
会
社
勤
め
の
団

員
が
増
え
た
の
で
昼
間
に
出
動

要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
対
応
が

大
変
で
す
。

吉
髙　

出
動
の
連
絡
は
携
帯
電

話
に
入
り
ま
す
が
、
自
分
の
よ

う
に
職
場
に
携
帯
電
話
を
持
ち

込
め
な
い
団
員
は
、
出
動
が
難

し
い
で
す
。

活
田　

女
性
の
場
合
、
家
に
い

て
も
小
さ
い
子
ど
も
が
い
て
、

な
か
な
か
出
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス

が
あ
る
の
で
、
団
員
同
士
協
力

し
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

守
岡　

平
日
の
訓
練
は
、
基
本

的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
人
に
よ
っ

て
は
土
日
が
休
み
と
も
限
ら
な

い
の
で
す
が
、
団
員
が
集
ま
る

の
は
日
曜
日
が
基
本
で
す
。

吉
髙　

そ
の
た
め
、
皆
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
や
家
族
と
折
り
合
い
を

つ
け
な
が
ら
消
防
団
の
活
動
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
分
、

団
員
同
士
で
苦
楽
を
共
有
す
る

た
め
、
強
い
絆
が
で
き
ま
す
。

小
西　

消
防
団
の
活
動
に
は
や

は
り
家
族
や
職
場
の
理
解
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。　

語る
消　　防　　団

▲左から
　消防団長　　　　小

こにし

西　輝
てるお

保さん　昭和 52 年入団
　第 8分団長　　　守

もりおか

岡　時
とき お

男さん　平成元年入団（自営業）
　機動隊員　　　　吉

よしたか

髙　和
かずひろ

博さん　平成 15 年入団（会社員）
　女性消防隊部長　活

いけだ

田　恭
きょうこ

子さん　平成 7年入団（団体職員）
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取
材
を
終
え
て

　

取
材
を
す
る
ま
で
は
、
市
内

の
行
事
の
中
で
消
防
団
の
人
た

ち
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
る
の
か
詳
し
く
は
知
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
消

防
署
の
人
た
ち
以
外
に
も
、
地

域
の
中
に
自
分
た
ち
を
火
災
や

災
害
か
ら
守
る
た
め
、
日
頃
か

ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
消
防
や
防
災
に
関

わ
る
消
防
団
員
の
「
地
域
や
市

民
を
守
る
」
と
い
う
熱
い
思
い

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
市
民

と
し
て
非
常
に
心
強
く
思
い
ま

し
た
。

　

こ
の
レ
ポ
ー
ト
を
機
会
に
、

消
防
団
の
活
動
が
よ
り
多
く
の

人
に
浸
透
し
、
個
人
や
地
域
の

防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
市
民
特
派
員　

　
　
　
　

田
中
・
河
村
・
浦
谷
）

　

―
団
長
か
ら
市
民
に
向
け
て

小
西　

消
防
団
は
、
何
が
起
き

て
も
対
応
で
き
る
よ
う
日
頃
か

ら
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
私
た

ち
団
員
は
、
命
を
張
っ
て
で
も

地
域
や
市
民
を
守
る
と
い
う
気

概
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
有
事
の
際
に
団
員
が
危
険

と
言
っ
た
と
き
は
本
当
に
危
険

な
状
況
な
の
で
、
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん
と
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
一
番
身
近
で
安
全
安

心
を
守
り
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

―
課
題
な
ど
あ
り
ま
す
か

小
西　

平
均
年
齢
の
上
昇
な
ど

の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
現
場

を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
団
員

が
い
る
こ
と
で
す
。　

　

幸
い
、
市
内
の
火
災
な
ど
の

発
生
は
少
な
く
、
消
防
団
が
出

動
す
る
よ
う
な
事
例
は
年
に
数

回
で
す
。
し
か
し
、
団
員
は
出

動
す
れ
ば
、
現
場
の
状
況
に
応

じ
て
的
確
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

ど
れ
だ
け
訓
練
を
積
ん
で
い

て
も
、
初
め
て
の
現
場
で
は
、

普
段
ど
お
り
に
動
け
な
い
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
市
民
を
守

　

―
火
災
が
発
生
し
た
場
合
の

出
動
体
制
は

吉
髙　

火
災
の
場
合
、
ま
ず
機

動
隊
が
出
動
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
消
防
署
に
火
災
の
通
報
が

あ
る
と
、
機
動
隊
員
は
同
じ
内

容
の
連
絡
を
受
け
、
消
防
隊
員

と
同
時
に
到
着
す
る
つ
も
り
で

出
動
し
、
現
場
で
指
示
を
受
け

ま
す
。

小
西　

団
長
、
副
団
長
と
そ
の

地
区
の
分
団
長
に
も
消
防
署
か

ら
連
絡
が
入
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
消
防
署
か
ら
消
防

団
へ
出
動
要
請
の
連
絡
が
あ
れ

ば
、
副
団
長
以
上
は
現
場
に
向

か
い
ま
す
。
併
せ
て
、
そ
の
地

区
の
防
災
行
政
無
線
か
ら
サ
イ

レ
ン
が
吹
鳴
さ
れ
、
分
団
が
出

動
し
ま
す
。

守
岡　

私
は
火
災
の
連
絡
を
受

け
た
後
、
分
団
機
庫
に
向
か
い

待
機
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

　

第
８
分
団
の
場
合
は
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
後
、
連
絡
網
に
よ
り
分

団
員
に
事
案
を
伝
達
し
、
原
則

機
庫
集
合
と
し
て
い
ま
す
。
そ

 特集　市民特派員レポート

自分たちの地域は　自分たちの力で守る

こ
で
必
要
資
材
を
準
備
し
、
現

場
へ
向
か
い
ま
す
。

小
西　

実
際
は
、
サ
イ
レ
ン
が

聞
こ
え
た
り
、
煙
が
見
え
た
り

し
た
ら
、
自
発
的
に
対
応
す
る

団
員
が
多
い
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
や
火
災
で
も
、

そ
の
と
き
の
状
況
次
第
で
、
今

の
説
明
と
異
な
る
連
絡
、
招
集

体
制
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

る
た
め
に
も
、
現
場
で
指
示
を

出
す
者
の
責
任
は
大
き
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

9
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　国税である所得税は税務署に、地方税である市県民税は市役所税務課に 3月 15 日㈬までに
申告してください。

問税務課市民税係　☎0833̶72̶1400

所得税・市県民税の申告はお早めに

問光税務署　☎0833-71-0166

　
□申告が必要な人
①次のいずれかに該当し、所得税を計算した
　結果、申告による納付税額がある人
▪事業所得や不動産所得がある人
▪公的年金等の収入が 400 万円を超える人
▪給与や退職所得、公的年金等による雑所得
　以外の所得が 20万円を超える人
②申告により所得税還付を受けようとする人
※上記以外に申告が必要な場合があります。
□申告に必要なもの
①申告書（お持ちの人）
②印かん（認印で可）
③給与・年金などの源泉徴収票
④雑所得（個人年金など）、一時所得の収入
　と必要経費のわかる書類 
⑤生命保険料・地震保険料・社会保険料の控
　除を受ける人は証明書
⑥医療費控除を受ける人は、支払った医療費
　の領収書（事前に集計をお願いします）
⑦寄附金控除および寄附金税額控除を受ける
　人は、寄附先から発行された寄附の証明書
⑧住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記
　簿謄本、工事請負契約書の写し、借入金の
　残高証明書など
⑨マイナンバー ( 個人番号）が確認できるも
　の
⑩身元確認できるもの
※⑨⑩は 11頁の「マイナンバー（個人番号）・
　身元確認について」をご参照ください。
□申告期間　
　2月 16日㈭～ 3月 15日㈬　9時～ 16時
※土・日曜日を除く
※税務相談は 17時まで
□申告場所
　光税務署（虹ケ浜三丁目 10-1）

所得税の確定申告

✿還付申告について
　１月から光税務署に提出できます。

　

□申告が必要な人
　平成 29年１月１日現在で市内に住所があ
った人で、次の①から⑤に該当する人
①営業、農業、不動産、雑所得（個人年金な
　ど）、一時所得などの所得があった人
②年末調整済給与所得以外に所得があった人
③公的年金等受給者で公的年金等による所得
　以外の所得があった人
④公的年金等による所得のみで、各種控除（社
　会保険、扶養、医療費などの控除）を受け
　ようとする人
⑤国民健康保険に加入している人（収入が無
　かった人も含む）
※上記以外に申告が必要な場合があります。
※所得税の確定申告をした人は、原則として
　市県民税の申告は必要ありません。
※確定申告の必要がない人でも市県民税の控
　除を受けるためには、市県民税の申告が必
　要です。
□申告相談に必要なもの
　所得税の確定申告（左記）と同じ
□申告相談期間（所得税の確定申告も含む）
　2 月 1 日㈬～ 3 月 15 日㈬　8 時 45 分～
17時 15分
※土・日曜日、祝日を除く
□申告相談場所
　市役所 3階特設会場
※出張申告相談は左上表（11 頁）をご参照
　ください。

市県民税の申告

✿次の申告は、光税務署でお願いします。
▪青色申告
▪住宅借入金等特別控除の申告（初回）
▪土地建物・株式などの譲渡
▪投資信託・債券に伴う所得
▪先物取引の確定申告
▪平成 27 年分以前の確定申告
▪準確定申告
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平
成
28
年
１
月
か
ら
12
月
の

間
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

に
よ
っ
て
納
付
さ
れ
た
国
民
健

康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
付

済
通
知
書
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
や
市
県
民
税
申
告

で
社
会
保
険
料
控
除
の
申
告
を

す
る
際
に
、
こ
の
通
知
書
を
控

除
の
証
明
書
と
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
金

額
は
、
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
証
明
内
容
や
紛
失
な
ど
の
相

談
、
非
課
税
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
た
金
額
を
申
告
に
用
い
る

場
合
は
、
左
記
の
各
問
い
合
わ

せ
先
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
付
済
通
知
書
を　
　
　
　

　
　
　

  

発
送
し
て
い
ま
す

□
問
合
せ

◎
国
民
健
康
保
険
税　

　
　
　
　

　
　
　
　

  （
収
納
対
策
課
収
納
係
）

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
０
０

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

　
（
市
民
課
年
金
・
高
齢
者
医
療
係
）

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
０
０

◎
介
護
保
険
料　

　
　
　
　
　
　

　

  （
高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
３

□平成 29 年度（平成 28 年分）の申告から、

■出張申告相談（市県民税の申告と所得税の確定申告）

塩田コミュニティセンター

対象地区 相談日 時間 場所

塩田

束荷

牛島

室積

島田
光井
浅江

三輪
岩田 2月 8日㈬、10 日㈮、3月 9日㈭、10 日㈮

18:45 ～ 17:15

束荷コミュニティセンター

周防 周防コミュニティセンター

中島田・上島田
三井

牛島コミュニティセンター

室積コミュニティセンター

地域づくり支援センター
市役所 3階特設会場
浅江コミュニティセンター

10:45 ～ 15:30

大和支所

三島コミュニティセンター

2月 9日㈭、10 日㈮、3月 9日㈭、10 日㈮

2月 14 日㈫、15 日㈬

2月 23 日㈭

2月 24 日㈮

2月 27 日㈪
2月 28 日㈫、3月 1日㈬
3月 1日㈬

2月 21 日㈫、22 日㈬

3月 2日㈭
3月 3日㈮
3月 7日㈫、8日㈬ 19:00 ～ 16:00

19:00 ～ 16:00

19:00 ～ 16:00

マイナンバー（個人番号）・身元確認について

□申告者本人のマイナンバー確認と身元確認を行います。申告時には次のいずれかをご持参ください。

※市役所または出張申告相談で確定申告する場合、「マイナンバー確認書類」のコピーをご持参ください。　
　詳しくは、国税庁　http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htmをご覧ください。

が必要です。
申告者本人のマイナンバーの記載
※控除対象配偶者や扶養親族のマイナンバーの記載も必要です。

お持ちの人

本人確認書類の提示
または写しの添付

マイナンバーカードだけでマイナンバー確認と身元確認が行えます。

マイナンバーカード
（個人番号カード）

▲マイナンバーカード
※マイナンバー（12
　桁）は裏面に記載

マイナンバー確認書類

▪マイナンバー通知カード
▪住民票の写し（マイナン
　バーの記載があるもの）
などのうち、いずれか一つ

身元確認書類

などのうち、いずれか一つ

▪運転免許証▪パスポート
▪在留カード▪身体障害者手帳
▪公的医療保険の被保険者証

マイナンバーカード（個人番号カード）

お持ちでない人
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平
成
29
年
度
の
軽
自
動
車
税
に

グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
に
よ

る
税
率
軽
減
を
適
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
、
平
成
29
年
度
の

軽
自
動
車
税
（
三
輪
・
四
輪
以
上

の
軽
自
動
車
）
の
税
率
は
次
の
と

お
り
で
す
。

1
初
度
検
査
年
月
が
平
成
28
年
４

　

月
以
降
の
車
両（
下
表
1
参
照
）

　

初
度
検
査
年
月
が
平
成
28
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
車
両
で
、
排
出
ガ
ス
性
能

お
よ
び
燃
費
性
能
の
優
れ
た
環
境

負
荷
の
小
さ
い
も
の
は
、
グ
リ
ー

ン
化
特
例
（
軽
課
）
と
し
て
平
成

29
年
度
に
限
り
税
率
を
軽
減
し
ま

す
。

2
初
度
検
査
年
月
が
平
成
28
年
３

　

月
以
前
の
車
両（
下
表
2
参
照
）

　

初
度
検
査
を
平
成
16
年
３
月
ま

で
に
受
け
、
初
度
検
査
か
ら
13
年

が
経
過
し
た
車
両
に
は
重
課
税
率

を
適
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、
初
度
検
査
を
平
成
27
年

４
月
か
ら
平
成
28
年
３
月
ま
で
に

受
け
、
平
成
28
年
度
に
グ
リ
ー
ン

化
特
例
（
軽
課
）
が
適
用
さ
れ
た

車
両
は
標
準
税
率
と
な
り
ま
す
。

【
グ
リ
ー
ン
化
特
例
（
軽
課
）
が

　
　
　
　
　

  

適
用
さ
れ
る
車
両
】

❶
お
お
む
ね
75
％
軽
減

　

電
気
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
自
動
車

❷
お
お
む
ね
50
％
軽
減

▪
乗
用
…
平
成
32
年
度
燃
費
基
準

　

＋
20
％
達
成
車

▪
貨
物
用
…
平
成
27
年
度
燃
費
基

　

準
＋
35
％
達
成
車

❸
お
お
む
ね
25
％
軽
減

▪
乗
用
…
平
成
32
年
度
燃
費
基
準

　

達
成
車

▪
貨
物
用
…
平
成
27
年
度
燃
費
基

　

準
＋
15
％
達
成
車

※
❷
❸
は
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
と
す

　

る
軽
自
動
車
に
限
り
ま
す
。

　車両番号の指定を受けたことのない軽
自動車を、新たに使用するときに受ける
検査です。
　検査年月は、自動車検査証の「初度検
査年月」欄に記載してあります。

初度検査年月

【イメージ】

車両番号 交付年月日 初度検査年月

平成●●年●月

最初の新規検査年月

自　動　車　検　査　証

1初度検査年月が平成 28 年 4月以降の車両

※軽自動車税は毎年度 4月 1日現在の所有者に課税します。

グリーン化特例（軽課） 
区　分

三輪

自家用

営業用

自家用

貨物用

四輪以上

3,900 円

10,800 円

3,800 円

5,000 円

6,900 円乗　用 営業用

1,000 円

2,700 円

1,000 円

1,300 円

2,000 円

5,400 円

1,900 円

2,500 円

1,800 円 3,500 円

3,000 円

8,100 円

2,900 円

3,800 円

5,200 円

標準税率
❶おおむね 75%軽減 ❷おおむね 50%軽減 ❸おおむね 25%軽減

※平成 29 年度のみの特例

2初度検査年月が平成 28 年 3月以前の車両

※軽自動車税は毎年度 4月 1日現在の所有者に課税します。

初度検査が平成 16 年 3月以前 区　分

三輪

自家用

営業用

自家用

貨物用

四輪以上 乗　用 営業用

4,600 円

12,900 円

4,500 円

6,000 円

3,100 円

7,200 円

3,000 円

4,000 円

8,200 円 5,500 円

3,900 円

10,800 円

3,800 円

5,000 円

6,900 円

初度検査が平成 16 年 4月から
平成 27 年 3月

初度検査が平成 27 年 4月から
平成 28 年 3月（13 年経過車両・重課税率） （標準税率） 

平成29年度の軽自動車税を変更します

問税務課市民税係　☎ 0833-72-1400
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サンホームの入所受け付けを開始します

□
対
象

　

左
記
の
1
ま
た
は
2
の
人

※
「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ

Ｐ
」
を
接
種
し
た
事
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

□
実
施
医
療
機
関

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
接
種
費
用
（
助
成
後
）

　

２
７
９
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料

※
1
の
人
は
、
接
種
期
限
後
は

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種はお早めに

□
費
用
（
月
額
）

■
保
育
料
…
３
０
０
０
円

※
８
月
は
５
０
０
０
円

※
延
長
保
育
料
は
一
回
に
つ
き

１
０
０
円

■
お
や
つ
代
…
１
５
０
０
円

□
申
込
方
法

　

2
月
１
日
㈬
〜
3
月
3
日
㈮

の
間
に
文
化
・
社
会
教
育
課
ま

た
は
各
サ
ン
ホ
ー
ム
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
新
入
学
児
童
に
は
、
各
小
学

校
の
一
日
入
学
で
関
係
書
類
を

配
布
し
ま
す
。

□
受
付
時
間

■
文
化
・
社
会
教
育
課
…
８
時

　

30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・
日

　

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

■
サ
ン
ホ
ー
ム
…
開
所
時
間
中

※
時
間
内
に
来
所
で
き
な
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
入
所
決
定

　

３
月
中
旬
に
通
知

　

今
年
度
の
高
齢
者
の
肺
炎
球

菌
感
染
症
予
防
接
種
の
対
象
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

公
費
で
の
接
種
費
用
の
助
成

は
生
涯
で
一
度
限
り
で
す
の

で
、
希
望
す
る
人
は
早
め
の
接

種
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

放
課
後
や
土
曜
日
、
長
期
休

業
中
に
保
護
者
が
仕
事
な
ど
で

家
庭
に
い
な
い
小
学
生
に
生
活

と
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
利
用
対
象
を
拡
大

し
、「
小
学
6
年
生
ま
で
」
の

児
童
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

□
持
参
物

■
生
年
月
日
、
住
所
が
確
認
で

き
る
も
の
（
保
険
証
や
免
許
証

な
ど
）

■
健
康
手
帳
お
よ
び
高
齢
者
予

防
接
種
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

■
受
診
券
（
1
の
人
の
み
）

※
受
診
券
を
紛
失
し
た
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

□
接
種
期
限

　

3
月
31
日
㈮

✿開所時間
▪月～金曜日
　授業終了時～ 18時（19時までの延長保育も可）
▪長期休業中の月～金曜日
　 8 時～ 18時（19時までの延長保育も可）
▪土曜日
　 8 時～ 18時

□施設および開所時間

0833ｰ79-0911
0833ｰ72-8779
0833ｰ71-0600

0833ｰ77-0025
0833ｰ77-0083

0833ｰ77-0085
0820ｰ48-2845
0820ｰ48-0012

0833ｰ72-6586
0833ｰ72-2150

定員 電話番号施設名

光井サンホーム
島田サンホーム

上島田サンホーム
三井サンホーム

岩田サンホーム

室積サンホーム

周防サンホーム
三輪サンホーム

浅江第 1サンホーム
浅江第 2サンホーム
浅江第 3サンホーム 0833ｰ72-0118

40 人程度
80 人程度
70 人程度

30 人程度
38 人程度

39 人程度
39 人程度

30 人程度

計 135 人程度

問文化・社会教育課社会教育係（教育委員会）　☎0833-74-3604

問健康増進課（あいぱーく光）　☎ 0833-74-3007

□対象1

□対象2

　対象1以外の 60 歳以上の人で心臓、腎
臓、呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイ
ルスによる免疫の機能に障害があり、日常
生活が極度に制限される人（おおむね身体
障害者手帳１級に相当）
※接種の際は事前に医師にご相談ください。

昭和 26年 4月 2日～ 昭和 27 年 4月 1日

昭和 16 年 4月 2日～ 昭和 17 年 4月 1日

昭和 11 年 4 月 2日～ 昭和 12 年 4月 1日

昭和 6年 4月 2日～ 昭和 7年 4月 1日

大正 15 年 4月 2日～ 昭和 2年 4月 1日

大正 10 年 4月 2日～ 大正 11 年 4月 1日

大正 5年 4月 2日～ 大正 6年 4月 1日

昭和 21 年 4月 2日～ 昭和 22 年 4月 1日

65 歳

70 歳

75 歳

80 歳

85 歳

90 歳

95 歳

100 歳

生年月日年齢
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2月の健康カレンダー

問合せ　健康増進課（あいぱーく光）
　　　　☎0833-74-3007

あなたの健康プラスアップ 問地域包括支援センター（あいぱーく光）　☎0833-74-3002

母親教室
持参物 : 母子健康手帳
※28 日はエプロン、タオル、
　実習代 200 円が必要

育児相談
歯の健康相談
1歳児お誕生相談

2歳児お誕生相談

あいぱーく光
室積コミュニティセンター
三島コミュニティセンター

14 日㈫　 9:30 ～ 13:00
20 日㈪　 9:30 ～ 11:30

2 日㈭　13:30 ～ 14:30
21 日㈫　 9:30 ～ 11:00
23 日㈭　 9:30 ～ 11:00
2 日㈭　13:30 ～ 14:30

持参物 : 母子健康手帳
※1歳児、2歳児お誕生相談は
　歯ブラシ、案内用紙が必要

育
児

健
康

行事名 日時 場所 その他

食育相談（要予約） 20 日㈪　 9:00 ～ 15:00 持参物 : 母子健康手帳（乳幼児）

健康相談（要予約） 10 日㈮　 9:00 ～ 15:00 持参物 : 健康手帳（お持ちの人）

癒しのカウンセリング
（前日の午前中までに要予約）

14 日㈫、28 日㈫　
13:30 ～ 15:30

内容 : 臨床心理士による
内容 : 心の健康相談

成人歯科健診 2日㈭　13:30 ～ 14:30
対象 : 乳幼児の保護者、妊産婦、
対象 : 40 歳以上の市民
持参物 : 母子健康手帳（妊婦）、
　　　   健康手帳（お持ちの人）

離乳食教室

3歳児健診

対象:平成28年10月・11月生まれ
持参物:母子健康手帳、案内用紙

対象 :平成 25年 8月・9月生まれ
持参物 : 母子健康手帳、
　　　   健康診査票、尿

15 日㈬　10:00 ～ 12:00

17 日㈮　12:40 ～ 13:40

28 日㈫　 9:30 ～ 11:30

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

あいぱーく光

14広報ひかり　平成29年1月25日号

　ゆっくり動く体操なので、覚えやす
く、誰でもチャレンジできます。

　手首や足首に付けるおもりの重さを
自分の体の状態に合わせて調整できる
ため、どんな人とも一緒に行えます。

　体操を続けることで筋力がつき、
徐々に動くことが楽になります。

・地域の人と交流
　できて楽しい。
・階段の上り下り
　が楽になった。
・外出が楽しみに
　なった。

い
き
い
き
百
歳
体
操
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
よ

う
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
体
操
を

楽
し
み
な
が
ら
介
護
予
防
に
取

り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
い
き
い
き
百
歳
体
操
と
は　

　

誰
で
も
気
軽
に
介
護
予
防
に

取
り
組
め
る
体
操
で
す
。
地
域

の
人
た
ち
と
集
ま
り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

の
映
像
に
合
わ
せ
て
筋
力
ア
ッ

プ
の
体
操
を
40
分
間
行
い
ま

す
。

■
対
象

■
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人
が

5
人
以
上
集
ま
れ
る
グ
ル
ー
プ

■
週
1
回
、
3
カ
月
以
上
継
続

し
て
取
り
組
め
る
こ
と

■
会
場
（
自
宅
な
ど
で
も
可
）
、

イ
ス
、
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
プ
レ

イ
ヤ
ー
を
準
備
で
き
る
こ
と

※
実
施
グ
ル
ー
プ
に
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ

や
お
も
り
の
貸
し
出
し
と
体
操

指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
体
験
希
望
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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▍新成人となった皆さんの決意と思い

多くのことに挑戦し、
掴んだチャンスに対し
最大限の努力を惜しま
ず成長していきたい。

山
やま

口
ぐち

  克
かつ

典
のり

さん
（大和）

さん

陸上競技から学んだ
「感謝」の言葉を胸
に、社会の一員とし
て支える立場になり
たい。

中
なか

嶋
じま

  亜
あ

也
や

佳
か

（島田）

自分の選択に責任を
持ち、家族や友人た
ちと支えあいながら
強く生きていきたい。

田
た

熊
ぐま

  辰
たつ

徳
のり

さん
（光井）

いつまでも変わらな
い絆を大切にし、消
防士として、大好き
な光市を守り続けた
い。

惠
え

本
もと

  蒼
そう

一
いち

郎
ろう

さん
（室積）

　1月 8日㈰、市民ホールで、「絆～未来へつむぐ想い～」
をテーマに、「成人のつどい」を開催しました。
　平成8年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた
新成人436人（市外からの参加者を含む）が出席し、喜び、
感謝、決意を胸に、人生の大きな第一歩を踏み出しました。
　皆さんが自分の信じる道に力強く踏み出し、そして実り
ある人生を送られることを心より祈念します。

成人のつどい
絆　～未来へつむぐ想い～

向上心や感謝の気持
ちを忘れずに、これ
からの日本を皆と一
緒に支えていきた
い。

富
とみ

田
た

  葉
は

月
づき

さん
（浅江）

人や環境との出会い
に感謝して、公認会
計士という夢を実現
したい。

平
ひら

林
ばやし

  遥
はるか

さん
（附属光）

※（　）内は出身中学校

自分自身を信じ、ぶ
れない信念をもっ
て、これからの人生
を強く歩んでいきた
い。

富
とみ

田
た

  美
み

月
づき

さん
（浅江）
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市内各地で開催されたイベントや出来事をご紹介します

広報広聴係が取材した行事などは、ふぉとde ひかりや
ひかりチャンネル（右記参照）でも紹介しています。

◀ふぉとdeひかりQRコード

ひかりチャンネルQRコード▶

おやこの食育教室
12月 3日㈯　あいぱーく光

　親子で料理を楽しみながら「食育」について
学ぶ「おやこの食育教室」が光市食生活改善推
進協議会（天野加代子会長）主催により開催さ
れました。
　参加した親子16組 32人は、食材を使って仲
良く調理。食を通じて親子でふれあいながら、
食材への感謝と「食育」の大切さを学びました。

誕生記念植樹

　子どもの誕生をお祝いするとともに、緑豊か
なまちづくりを市民の皆さんと協働で進める「誕
生記念植樹」を開催しました。
　平成 27年１月から12月までに生まれた子ど
も 58 人とその家族など約 250 人が参加。暖か
い日差しのなか、子どもの健やかな成長を願い、
桜の苗木を植樹しました。

　　　11 月 26 日㈯　大和総合運動公園

スポーツフェスタ in光 2016
平成 28 年 11 月 19 日㈯　総合体育館

　フェスタの目玉イベントとして、リオ五輪男
子 400mリレー銀メダリストの飯塚翔太選手に
よるランニング教室が開催されました。
　飯塚選手の速さに圧倒されながらも、世界レ
ベルのトレーニング法を熱心に学んだ子どもた
ち。一流の走りに触れたこの日の体験は、貴重
な思い出になったことでしょう。
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新春たこあげ大会
1月 9日㈷　島田川河川敷（原）

　青少年を育成する島田地区会議（村中民義会
長）主催の新春たこあげ大会が開催され、子ど
もから大人まで 97 人が参加しました。
　この日の凧は、昨年のたこ作り講習会で制作
した自分だけのオリジナル。晴天の中、子ども
達は島田川河川敷を全力で走り回り、元気よく
たこ揚げを楽しんでいました。

平成 28 年 12 月 17 日㈯　大和総合運動公園

　スポーツを通じて親睦と交流を深める光市小
学生スポーツ交流大会を開催しました。
　少年野球やサッカー、バレーなど 32チーム、
延べ 700 人の小学生が参加。駅伝では、苦しさ
を我慢し、息を弾ませながらタスキを繋ぎ、大
なわとびでは息を合わせてジャンプ、綱引きで
は歯を食いしばり力の限り綱を引いていました。

光市小学生スポーツ交流大会

　「小さな親切」運動光支部（守田義昭支部長）
から、大和中学校に車いすが寄贈されました。
　同支部では、福祉教育などに役立てることを
目的に、毎年市内の小中学校に車いすを寄贈さ
れています。寄贈を受けた車いすは、来校者や
生徒の福祉教育などにおいて有効に活用してい
きます。

「小さな親切」運動車いす贈呈式
1月 13 日㈮　大和中学校

市川市長が12月に参加した行事の一部を紹介します。
1 2日㈮　光市消防団（第 8分団）消防車両配備式
2 3日㈯　どんぐり・まつぼっくり教室
3 18 日㈰　第 24 回全国中学校駅伝大会
4 28 日㈬　公務納め式

1 2 3 4

市長『わ』日記

対話 調和 誠実 親切人の輪 「やさしさあふれる
　　『わ』のまち　ひかり」

✿詳しくは （http://www.city.hikari.lg.jp）をご覧ください。

17
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光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400
http://www.city.hikari.lg.jp/　　　　

（12月末現在）
人口数 52,286（-11）
男性数 24,936（-  2）
女性数 27,350（-  9）
世帯数 23,336（ 16）
※（　）内は
　前月からの増減

　

市
下
水
道
排
水
設
備　
　

　

指
定
工
事
店
の
新
規
指
定

　

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

の
新
規
指
定
の
申
し
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。

●
指
定
基
準　

次
の
①
か
ら
⑤
ま

で
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
者

①
責
任
技
術
者
が
１
人
以
上
専
属

し
て
い
る
こ
と

②
工
事
の
施
工
に
必
要
な
設
備
お

よ
び
器
材
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
県
内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と

④
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

⑤
指
定
工
事
店
規
則
に
定
め
る
第

3
条
第
1
項
第
5
号
お
よ
び
同
条

第
2
項
の
各
事
項
に
該
当
し
な
い

こ
と

●
指
定
期
間　

4
月
1
日
〜
平
成

30
年
3
月
31
日

●
登
録
手
数
料　

５
０
０
０
円

●
申
込
方
法　

下
水
道
課
に
備
え

付
け
、ま
た
は
市

（
上
記
参
照
）

掲
載
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

2
月
1
日
㈬
〜
28

日
㈫問

下
水
道
課
排
水
設
備
係

□採用日／採用予定数／受験資格　

□申込書類
▪専用履歴書、自己紹介書
▪看護師免許証（免許取得者のみ）の写し
▪学校の卒業証明書（卒業証書の写しでも可）または卒業
　見込証明書

※専用履歴書、自己紹介書、　募集要項
　は、光総合病院　 （下記参照）から
　ダウンロードできます。
※送付を希望する人は、ご連絡ください。
□試験日　2月 25日㈯
□試験会場　光総合病院
□試験内容　作文、面接
□受付期限　2月 20日㈪（必着）
□その他　受験希望者のための病院見学
　を実施しています。希望者はお問い合
　わせください。
□申し込み・問合せ　光総合病院業務課
　〒743-0022　光市虹ケ浜二丁目10-1
☎ 0833-72-1000
http://hikari-hosp.jp/

光総合病院の看護師採用試験を実施します

平成 29 年
   4 月 1 日
( 応相談）

受験資格

昭和 56 年 4月 2日以降に生まれた人で、平
成 29 年 3月 31 日までに看護師国家試験合
格見込みの人

下記の要件を満たしていること
①昭和 33 年 4月 2日以降に生まれた人
②看護師免許を有する人または准看護師とし
　ての勤務経験を有し、平成29年 3月 31日
　までに看護師国家試験合格見込みの人

採用日

2 人程度

5人程度

採用予定数

平成 29 年
   4 月 1 日

      

入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
は  

      

資
格
審
査
申
請
が
必
要
で
す

　

市
お
よ
び
水
道
局
が
発
注
す
る

工
事
や
物
品
の
売
買
な
ど
の
入
札

に
参
加
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の

資
格
審
査
申
請
が
必
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
市

（
上
記
参
照
）
お

よ
び
水
道
局

（http://w
w
w
.

hikarisuidou-yam
aguchi.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
に
係
る
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
】

●
対
象　

平
成
29
・
30
年
度
の
入

札
に
参
加
す
る
人

●
受
付
期
間　

２
月
1
日
㈬
〜
３

月
31
日
㈮

【
物
品
調
達
等
に
係
る

  

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
】

●
対
象　

①
市
…
平
成
29
年
度
の

入
札
に
参
加
す
る
人
、
②
水
道
局

…
平
成
29
・
30
年
度
の
入
札
に
参

加
す
る
人

※
①
の
み
、
平
成
28
年
度
に
申
請

済
み
で
、
引
き
続
き
平
成
29
年
度

も
入
札
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、

税
（
国
・
県
・
市
町
村
）
の
未
納
・

滞
納
が
な
い
証
明
書
の
写
し
の
提

出
が
必
要
で
す
。

●
受
付
期
間　

２
月
1
日
㈬
〜
28

日
㈫

問
・
提
出
先　

入
札
監
理
課

問
・
提
出
先　

水
道
局
業
務
課

☎
０
８
３
３
‐
７
１
‐
０
７
０
０
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司
法
書
士
に
よ
る　

　
　

　
　
　
　

電
話
無
料
相
談
会

●
日
時　

2
月
４
日
㈯　

10
時
〜

16
時

●
相
談
受
付
電
話　

０
１
２
０
‐

０
０
３
‐
８
２
１

●
内
容　

多
重
債
務
、
相
続
登
記

の
手
続
き
、
空
き
家
問
題
な
ど

問
山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

☎
０
９
０
‐
４
１
０
３
‐
１
１
６
３

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

　

の
指
定
が
完
了
し
ま
し
た

　

県
で
は
、
土
砂
災
害
防
止
法
に

基
づ
く
現
地
調
査
を
実
施
し
、
市

内
全
て
の
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区

域
の
指
定
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

詳
し
い
図
面
は
、
市
監
理
課
、

大
和
支
所
、
県
周
南
土
木
建
築
事

務
所
、
県
砂
防
課
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
県
周
南
土
木
建
築
事
務
所

☎
０
８
３
４
‐
３
３
‐
６
４
８
６

問
監
理
課
管
理
係

　

不
妊
専
門
相
談

●
開
催
日　

①
2
月
17
日
㈮
、
②

２
月
24
日
㈮

●
時
間　

15
時
〜
17
時

●
場
所　

県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
周
南
総
合
庁
舎
３
階
）

●
対
象　

不
妊
・
不
育
で
悩
む
夫

婦
な
ど

●
相
談
内
容　

不
妊
・
不
育
に
関

す
る
相
談
、
不
妊
・
不
育
治
療
に

関
す
る
情
報
提
供
な
ど

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
担
当
者　

①
伊
藤
淳
医
師
（
徳
山
中
央
病
院

産
婦
人
科
医
）
／
今
井
佳
子
さ
ん

（
臨
床
心
理
士
・
生
殖
心
理
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）

②
白
石
晃
司
医
師
（
山
口
大
学
医

学
部
附
属
病
院
泌
尿
器
科
）

●
相
談
料　

無
料

●
申
込
期
限　

①
2
月
10
日
㈮
、

②
２
月
17
日
㈮

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
県
周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
課
地
域
保
健
班

☎
０
８
３
４
‐
３
３
‐
６
４
２
５

   

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト　

　

  
   

バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

　

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
で

は
、
こ
れ
か
ら
何
か
を
学
習
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
や
、
一
緒
に

活
動
し
た
い
団
体
を
探
し
て
い
る

人
に
、
学
習
情
報
や
団
体
の
活
動

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
サ
ポ
ー
ト
バ
ン
ク
に

登
録
し
、
あ
な
た
の
知
識
や
経
験

を
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の

た
め
に
活い

か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
登
録
は
無
料
で
、
登
録
情
報
は

市
（
右
記
参
照
）に
掲
載
し
ま
す
。

●
登
録
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
や
体
育
施
設
な
ど
で
活
動

し
て
い
る
教
室
の
紹
介
、
指
導
者

の
情
報
な
ど

●
登
録
方
法　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

掲
載
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
持

参
ま
た
は
郵
送
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
7
４
３
‐
０
０
６
３　

光
市

島
田
四
丁
目
14
‐
3
）

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

わたしのセカンドライフ　
～いつまでも、いきいき
　　　　 安心して暮らしたい～

消費生活セミナー参加者募集

　お金のことや成年後見制度など、今から
できる備えを一緒に考えてみませんか。
❖日時　２月17日㈮　13時30分～15時
❖場所　地域づくり支援センター
❖講師　河村昌子さん
　　　　（消費生活専門相談員）
❖募集人数　先着 30人
❖参加費　無料
❖申込方法　２月15日㈬までに電話でお申
　し 込みください。
❖申し込み・問合せ
　生活安全課市民相談係
　☎ 0833-72-1400

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

　
　

　
　
　
　
　
　

広
告
代
理
店

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広

告
掲
載
取
扱
業
務
を
行
う
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

●
委
託
内
容　

広
告
主
の
募
集
、

選
定
、
広
告
原
稿
の
市
へ
の
提
出

な
ど

※
参
加
資
格
、
仕
様
書
、
要
領
な

ど
は
市

（
右
記
参
照
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●
委
託
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

30
年
３
月
31
日

●
広
告
掲
載
枠　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

下
段
に
横
一
列
で
５
枠
（
協
議
の

上
、
枠
の
追
加
可
）

●
提
出
書
類　

市
指
定
の
見
積

書
、
税
（
国
・
県
・
市
町
村
）
の

未
納
・
滞
納
が
な
い
証
明
書
（
受

付
日
に
お
い
て
発
行
か
ら
３
カ
月

以
内
の
も
の
）

●
提
出
期
限　

２
月
10
日
㈮（
必
着
）

問
・
提
出
先　

行
政
改
革
・
情
報

推
進
課
情
報
推
進
係
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施設の
掲示板

　

野
菜
栽
培
指
導
教
室

　
　
　
　
　
　

 　
「
楽
農
塾
」

　

野
菜
の
栽
培
方
法
に
つ
い
て
学

　

な
か
よ
し
広
場

●
日
時　

2
月
3
日
㈮　

10
時
30

分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

●
内
容　

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
す
す
め
方

●
対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費　

無
料

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い

ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
３
０

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

★
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
光　

出
演
者
募
集

●
日
時　

4
月
9
日
㈰　

開
場
13

時
、
開
演
13
時
30
分

●
対
象　

市
内
ま
た
は
近
郊
に
在

住
、
通
園
、
通
学
す
る
３
歳
児
〜

高
校
生

●
参
加
条
件　

2
人
以
上
で
構
成

す
る
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

（
演
舞
時
間
は
出
入
り
を
含
め
て

５
分
程
度
）

●
募
集
チ
ー
ム
数　

25
チ
ー
ム
程

度●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

2
月
10
日
㈮

　

就
職
相
談
会

　

就
職
活
動
や
働
く
こ
と
が
不
安

と
い
っ
た
相
談
の
ほ
か
、
保
護
者

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
日
時　

2
月
25
日
㈯　

13
時

〜
、
14
時
〜
、
15
時
〜
、
16
時
〜

●
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

●
対
象　

市
内
在
住
の
15
歳
か
ら

39
歳
ま
で
の
、
現
在
働
い
て
い
な

い
人
お
よ
び
そ
の
保
護
者

●
相
談
員　

臨
床
心
理
士
、
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

●
相
談
料　

無
料

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
し
ゅ
う
な
ん
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
８
３
４
‐
２
７
‐
６
２
７
０

「光の文化を高める会」の会員を募集します ♬
♪

❖年会費（一人当たり）　個人会員 1,500 円／賛
　助会員 5,000 円／団体会員（10人以上）1300
　円／老人クラブ会員（光市老人クラブ連合会会
　員に限る）950 円
　※事業の開催経費の上昇などに伴い、平成 29
　　年度からの年会費を改定しています。皆さん
　　のご理解とご協力をお願いします。
❖特典　右記主催事業の入場割引および先行発売
　※賛助会員のみの特典…会員証１枚につきチケ
　　ットを３枚購入可、市民夏季大学の招待、文
　　化情報誌「虹」の送付ほか
❖有効期限　入会の日～平成 30年 3月 31日
❖申込方法　2月 1日㈬以降に、市民ホール、文
　化センター、ふるさと郷土館、市役所受付、大
　和支所、各出張所でお申し込みください。

❖平成 29 年度の主な主催事業　

❖申し込み・問合せ　市民ホール　☎0833-72-1441

開催日 内容
4月   9 日㈰
5月 20 日㈯
5月 28 日㈰
6月    9 日㈮ 

7 月 12 日㈬

9月 17 日㈰
11 月 26 日㈰

8月

2月

※は第 46 回市民夏季大学（もう 1講座は調整中）

※

※

平成 30 年 2月

6月 18 日㈰ 

12 月

3 月   4 日㈰

ストリートダンスフェスティバル in 光
ピアノマラソンみんなで弾こうスタインウェイ！

精華女子高等学校吹奏楽部コンサート

会員招待公演　山中信人津軽三味線コンサート
夏井いつきさん（俳人）

杉山愛さん（元プロテニスプレーヤー）

第 32 回市民コンサート
「光の文化を高める会」夏のコンサート

バラエティショー

第 5回アラ還フェスティバル in 光

うたごえ喫茶

光市民ホール名画劇場

「光の文化を高める会」冬のコンサート

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所
／
開
催
日

○
三
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

／
1
月
26
日
㈭
、
2
月
23
日
㈭
、

3
月
23
日
㈭

○
里
の
厨

く
り
や

／
1
月
27
日
㈮
、
2

月
24
日
㈮
、
3
月
24
日
㈮

○
光
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

／
1
月
28
日
㈯
、
3
月
25
日
㈯

○
室
積
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

／
2
月
25
日
㈯

◎
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

※
講
義
内
容
は
月
ご
と
に
変
わ
り

ま
す
。

問
農
業
耕
地
課
農
政
係
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████ 

◎
休
園
日　

第
2
水
曜
日

　
★
「
ふ
ら
わ
ー　
　
　
　
　
　
　

　
　

  

バ
レ
ン
タ
イ
ン
ｂ
ｙ
美
鈴
」

●
会
期　

2
月
4
日
㈯　

12
時
〜

17
時
／
5
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

研
修
室

●
内
容　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
展
示

【「
あ
れ
ん
じ
め
ん
と
」体
験
教
室
】

●
日
時　

２
月
5
日
㈰　

10
時
〜

14
時

●
募
集
人
数　

先
着
20
人

●
参
加
費　

５
０
０
円

★
梅
ま
つ
り
・
花
物
語
ポ
ス
タ
ー

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
祝

日
、
第
１
火
曜
日

　
★
ぜ
ー
ん
ぶ
み
せ
ま
す
！
文
化
セ

ン
タ
ー
所
蔵
美
術
品
展
（
シ
ー
ズ

ン
3
「
冬
」
第
12
節
）

　

年
間
を
通
じ
て
開
催
し
た
美
術

展
も
い
よ
い
よ
最
終
節
。
備
前
、

信
楽
な
ど
吉
田
三
彦
の
古
陶
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

2
月
4
日
㈯
〜
26
日
㈰

◎
入
館
料　

２
５
０
円
／
団
体

（
20
人
以
上
）
２
０
０
円
（
高
校

生
以
下
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
人

と
介
護
者
１
人
は
無
料
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
１
火
曜
日

★
郷
土
の
陶
芸
展
（
Ⅰ
）

　

市
内
の
陶
芸
家
が
制
作
し
た
意

欲
あ
ふ
れ
る
作
品
を
ご
覧
く
だ
さ

展
示
会

●
会
期　

２
月
4
日
㈯
〜
14
日
㈫

　

９
時
〜
17
時

●
場
所　

研
修
室
前

★
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
展　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

出
品
者
募
集

●
日
時　

2
月
18
日
㈯
、
19
日
㈰

　

9
時
〜
17
時

※
19
日
は
16
時
ま
で

●
場
所　

研
修
室

●
申
込
期
限　

2
月
10
日
㈮

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

い
。

●
会
期　

2
月
5
日
㈰
〜
24
日
㈮

●
展
示
者　

上
田
達
生
さ
ん
、
岡

村
京
子
さ
ん
、
兼
清
昌
子
さ
ん
、

藤
本
滿
俊
さ
ん
、村
山
嘉
憲
さ
ん
、

山
本
裕
さ
ん

★
郷
土
館
の
ひ
な
ま
つ
り

　

雛
人
形
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

●
会
期　

2
月
5
日
㈰
〜
3
月
15

日
㈬

周防の森ロッジ

　しいたけやなめこの栽培を楽しく学んで
みませんか。
●日時　２月 19日㈰　10時～ 12時
　（受付９時 30分～）
●対象　市内に在住または通勤している親
　子（大人のみの参加も可）
●募集組数　先着 40組
●材料費（原木と菌１本分）
○しいたけ…700 円／本
　※原木は一家族 3～ 10本
○なめこ…500 円／本
　※原木は一家族 2本以上
●申込期限　２月 13日㈪
●申込方法　電話または FAX でお申し込
　みください。
●申し込み・問合せ
　周防の森ロッジ　☎・℻ 0833-77-5789

▲しいたけの原木

●
開
設
日　

1
月
31
日
㈫
、
2

月
13
日
㈪
、
21
日
㈫

●
時
間　

20
時
ま
で

●
場
所　

市
役
所
収
納
対
策
課

●
取
扱
業
務　

市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

　

郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す

る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、

収
納
係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
収
納
対
策
課
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人権推進課
☎0833-72-1400

生活安全課市民相談係
☎0833-72-1400
社会福祉協議会
☎0833-74-3020

青少年センター
☎0833-72-2245

相談の種類 内容 日時 問合せ
国などの行政機関に対す
る意見、要望など

生活上の心配ごとなど 

人権問題についての相談
など

教育、学校生活に関する
相談など（電話相談）

あいぱーく光

あいぱーく光

相談受付電話
☎0120-72-3749

場所

16 日㈭                     　  9 時～ 12 時
2日㈭                     　  9 時～ 12 時
9日㈭、23 日㈭   　  9 時～ 12 時

月～金曜日　8時 30 分～ 19 時
※祝日を除く、水曜日は 17 時 15 分まで

行政

心配

人権

行政相談

徳山年金事務所
☎0834-31-2152

年金事務所職員による
年金出張相談

市役所 3階
会議室

8日㈬　
9時 30 分～ 12 時、13 時～ 15 時 30 分

※要予約年金 年金相談

教育相談

地域包括支援センター
☎0833-74-3002

もの忘れ、健康、介護に
関する相談など あいぱーく光毎週水曜日（祝日を除く）　

9時～ 12 時、13 時 30 分～ 15 時 30 分
※要予約もの もの忘れ相談

人権相談

心配ごと
相談

大和支所

大和支所

大和支所

2日㈭                       　9 時～ 12 時

2日㈭                      　 9 時～ 12 時
あいぱーく光23 日㈭                       　9 時～ 12 時

21
（火）

20
（月）

19
（日）

18
（土）

17
（金）

16
（木）

24
（金）

22
（水）

25
（土）

26
（日）

●出張申告相談（10 時 45 分～、牛島コ
ミュニティセンター）27

（月）

28
（火）

●3歳児健診（12 時 40 分～、あいぱー
く光）
●消費生活セミナー（13 時 30 分～、地
域づくり支援センター）

もの（下表参照）

●出張申告相談（22 日まで、9時～、周
防コミュニティセンター）
●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談（9
時 30 分～、室積コミュニティセンター）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●第 17 回梅まつりコバルト・ウォーク
（受付 8時 20分～、総合体育館スタート）
●クリスマスローズ展（19 日まで、9時
～、冠山総合公園）

●出張申告相談（3月 1日まで、9時～、
三島コミュニティセンター）
●母親教室（9時30分～、あいぱーく光）
●癒しのカウンセリング（13時 30分～、
あいぱーく光　※要予約）
●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）
●水道夜間支払窓口（21時まで、水道局）

●食育相談（9時～、あいぱーく光　※
要予約）
●母親教室（9時30分～、あいぱーく光）
●家族介護者交流会（10時 30分～、か
んぽの宿光）

●パソコン学習会（13 時 30 分～、地域
づくり支援センター）

●しいたけ＆なめこ栽培教室（受付 9時
30 分～、周防の森ロッジ）

23
（木）

●出張申告相談（9時～、束荷コミュニ
ティセンター）
●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談（9
時 30 分～、三島コミュニティセンター）
●野菜栽培指導教室「楽農塾」（13 時 30
分～、三島コミュニティセンター）

心配（下表参照）

人権行政 （下表参照）

●出張申告相談（9時～、塩田コミュニ
ティセンター）
●野菜栽培指導教室「楽農塾」（13 時 30
分～、里の厨）

●野菜栽培指導教室「楽農塾」（13 時 30
分～、室積コミュニティセンター）
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急病で困ったときは

■場所　あいぱーく光内
　　　    （光市光井二丁目2-1）
■診療時間　9時～ 17 時
□受付　9時～ 11 時 30 分
　　　　13時～ 16 時 30 分
■持参物　健康保険証、
　　　　　診療代、お薬手帳
■問合せ　☎0833-74-1399

✿周南地域休日・夜間こども急病センター
■場所　徳山中央病院内（周南市孝田町 1-1）
■診療時間（夜間診療は休日を含みます。）　
　【夜間】19時～ 22 時（受付 21 時 30 分まで）
　【休日】9時～ 17 時（受付 16 時 30 分まで）
■対象　0歳～ 15 歳までの内科的疾患
■問合せ　☎0834-28-9650

✿小児救急医療電話相談
■相談時間　19時～翌日 8時
■対象　15歳未満の子ども
■問合せ　☎083-921-2755
※プッシュ回線の固定電話、携帯電話は ☎♯8000

休日診療所

※変更する場合があります。
　ご確認の上、受診してください。

2 月の
診療日

診療科目（※）
内科系 外科系

5 日㈰

12 日㈰

11 日㈷

内科

内科

外科

外科

19日㈰

26 日㈰

耳鼻科

眼科

内科（小児科）

内科

外科内科（小児科）

1
（水）

9
（木）

7
（火）

6
（月）

5
（日）

4
（土）

3
（金）

2
（木）

15
（水）

14
（火）

13
（月）

12
（日）

10
（金）

11
（祝）

●第 55 回森もりひろば（受付 9時 30 分
～、周防の森ロッジ）
●優秀映画鑑賞会「光市民ホール名画劇
場」（12 日まで、10 時～、市民ホール）
●第 30 回梅まつり（3月 5日まで、冠
山総合公園）

●夜間収納相談窓口（20時まで、市役所）

●市役所での申告相談（3月 15 日まで、
8時 45 分～、市役所）
●弁護士無料法律相談（9時～、市役所
　※要予約）

●出張申告相談（15 日まで、9時～、室
積コミュニティセンター）
●母親教室（9時30分～、あいぱーく光）
●癒しのカウンセリング（13時 30分～、
あいぱーく光　※要予約）

●健康相談（9時～、あいぱーく光　※
要予約）
●第 15 回梅の盆栽展（13 日まで、9時
～、冠山総合公園）

8
（水）

●出張申告相談（10 日まで、9時～、大
和支所）
●パソコン学習会（13時30分～、地域づ
くり支援センター）

人権（右下表参照）

●なかよし広場（10 時 30 分～、あいぱ
ーく光）

人権心配行政 （右下表参照）

●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、
2歳児お誕生相談、成人歯科健診（13 時
30 分～、あいぱーく光）

●梅まつり・花物語ポスター展示会（14
日まで、9時～、冠山総合公園）
●ふらわーバレンタイン by 美鈴（5日
まで、4日は 12 時～／ 5日は 10 時～、
冠山総合公園）
●ぜーんぶみせます！文化センター所蔵美
術品展第12節（26日まで、文化センター）

●離乳食教室（10 時～、あいぱーく光）

●「あれんじめんと」体験教室（10 時～、
冠山総合公園）
●爆笑ライブ！ものまねバラエティー
SHOW（開場 13 時 30 分～、市民ホール）
●郷土の陶芸展（Ⅰ）（24 日まで、ふる
さと郷土館）
●郷土館のひなまつり（3月 15 日まで、
ふるさと郷土館）

もの（右下表参照）

もの（右下表参照） もの年金 （右下表参照）

20172017

2 月　お知らせカレンダー2月　お知らせカレンダー
2017

2 月　お知らせカレンダー
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▌防火・防災の思いを胸に

　「平成29年光市消防出初式」が1月7日㈯、
市民ホールで執り行われ、消防団員や消防職
員など 537 人が参加。式典では、小西消防
団長が今年 1年間の活動に向け訓示、消防
団員は真剣な表情で訓示に聞き入り、地域の
安全安心を守る消防団員としての強い使命感
と責任の重さを感じていました。
　式典後の分列行進では、少年消防クラブ・
幼年消防クラブ、消防団が多くの観衆の中、
元気よく行進。行進後の一斉放水では、強風
に水しぶきを受けながらも、空に向かって高
く放水していました。
　空気が乾燥し、
火事が発生しやす
い季節です。市民
の皆さんも火の元
には十分ご注意く
ださい。

　
家族の大切な命を守るために

　住宅用火災警報器は、火災による煙や熱をい
ち早く感知し、火災の発生を警報音や音声で知
らせてくれる警報器で、法律で設置が義務付け
られています。
　大切な家族や財産を守るため、住宅用火災警
報器を設置しましょう。

住宅用火災警報器を

　　　　　　   設置しましょう

□取り付けが義務付けられている所
　・寝室　就寝に使用する部屋
　　　　　（来客が就寝する部屋は除く）
　・階段　寝室が 2階以上にある場合に設置

□ 10 年を目安に交換しましょう
　火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や
電池切れなどで、火災を感知しなくなることが
あるため、とても危険です。
　取り付け後 10 年
を経過した火災警報
器は、交換をおすす
めします。
問光地区消防組合
　消防本部予防課
　☎ 0833-74-5602

住宅火災 100 件当たりの死者数

平成 23 年～平成 25 年
（出典：消防庁）

9.5 人

6.6 人  5

10

  0

人

設置なし 設置あり

約 31％減
険です。

New

Old
　住宅火災で亡くなっ
た人の多くは、寝てい
る時の逃げ遅れが原因
とされています。
　万が一の時にでも、
火災警報器があればい
ち早く火災を知らせて
くれます。

設置促進キャラクター
「住警器マン」

交換促進キャラクター「とりカエル」

【一人分栄養価】【一人分栄養価】
エネルギー35kcalエネルギー35kcal
食塩相当量 0.2g食塩相当量 0.2g

▲QRコード

✿毎月旬の食材
　を使ったレシ
　ピを市 で紹
　介しています。

旬の食材「小松菜」を使って
小松菜のレモン和え

【作り方（材料 1人分）】
①小松菜 70g をゆでて冷水につけ、水気を絞
　り 2cmの長さに切る。
②レモンの皮少々を千切りにする。
③おろし大根 70g の水気を軽く取り、砂糖小
　さじ 1、塩少々、レモン汁小さじ 1と②を加
　えて混ぜ合わせる。
④①と③を和え、食べる直前にしょうゆ少々を
　かける。　　　　　（光市地域活動栄養士会）
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